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ムの経済は危機を脱し、経済成長率は 1990 ～ 2001 年
まで平均 7.25％という良好な数値を示した19)。1990
年の段階では、ベトナムの国民一人当たりの GDP は
97.7 ドルに過ぎず、当時の ASEAN 諸国の中でもマレ
ーシアの 25 分の１、タイの 15 分の１、フィリピンの
７分の１、シンガポールの 120 分の１という最貧国の
























れた結果、教育制度も南部 12 年生、北部 10 年生と異
なるものになった。第３次教育改革の実施に伴って、























年の小学校への就学率は、ASEAN の 2001 年度統計で
は Net 値 97％、Gross 値 110% である（Gross 値が 100
％を越えるのは該当年齢外の児童の在籍を示す）。中
等教育への就学率は、ベトナム教育省の公表資料によ
れば基礎中学校では 1990 年の 42.6％から 1995 年は





















で 6,000 ～ 15,000 ドン、バンコン（国が設置し運営
を民間が行う）の学校では 40,000 ～ 70,000 ドンが必
要とされている4) 。教科書も有料となり、学校によっ
て給食費を徴収するところも見られる。国家統計総





































































































年から 30,000 ～ 50,000 ドンの授業料を家庭から徴収
するようになった（困窮家庭を除く）。2002 年に新設















で使用した爆弾 205 万トンの 3.8 倍に相当する。また
アメリカは、7200 万リットルの枯葉剤を南ベトナム




























よると 1.98ppm であったとされる22)。1958 年、ウサ
ギが極微量のダイオキシンで死んだことがドイツで報
告された。50kg の人間におけるダイオキシンの致死























































































































































である。350 人の子どもと 190 人のスタッフが生活し
ており、うち 150 人の子どもは常時ベット上でケアさ
れる最重度の肢体不自由児である（Phu My Orphanage 
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